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(57)【要約】
【課題】  心電図測定と携帯電話機とを一体化すること
により、被検者での測定作業と当該被検者の主治医に対
する測定通知を迅速且つ容易にする。
【解決手段】  携帯電話機３が、ローミング運用を行
い、かつ、内蔵又は外付けの心電図測定装置１１及び血
圧測定装置１２で検出した被検者の生体情報、ＧＰＳ受
信機５で測定した被検者の絶対位置を転送し、かつ、転
送されてきた生体情報に対する対処情報及び／又は連絡
情報を表示する。運営サイト通信装置４が、携帯電話機
３から受け取った生体情報をデータベース装置に格納
し、かつ、生体情報に対する自動解析を行った際の対処
情報、及び／又は、解析を行い又は解析を行わない場合
の連絡情報を生成して携帯電話機３に転送し、かつ、受
け取った絶対位置情報を地図上に示して表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  通信網による通信端末側から医療機関側
の通信装置への生体情報の通知かつ、その受取と医療機
関側から提供される対処連絡情報の通信端末側での取得
の方法において、
被検者の生体情報を測定するステップと、
この生体情報を通信端末側から医療機関側へ転送して通
知するステップと、
この受け取った生体情報を医療機関側が格納を含む受け
取り処理を実行するステップと、
医療機関側が受け取って格納した生体情報に対する解析
を行った際の対処情報又は解析を行わない場合の連絡情
報を生成する処理と、
この対処情報及び／又は連絡情報を被検者側の通信端末
側に転送するステップと、
受け取った対処情報及び／又は連絡情報を被検者側の通
信端末側で表示するステップと、
を有することを特徴とする、通信網による生体情報の通
知受取と対処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項２】  前記生体情報が、
心電図、血圧、運動量、体温、心拍、筋組織酸素濃度、
酸素飽和度の少なくとも何れか一つを含む情報であるこ
とを特徴とする請求項１記載の、通信網による生体情報
の通知受取と対処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項３】  前記生体情報に、
被検者を医療機関側が識別するための識別符号、氏名、
年齢を含む個人情報が付加されることを特徴とする請求
項１記載の、通信網による生体情報の通知受取と対処連
絡情報の提供取得の方法。
【請求項４】  前記生体情報に、
生体情報を発信した被検者の絶対位置情報が付加され、
この絶対位置情報に基づいて、医療機関側が被検者の絶
対位置を地図上に示すことを特徴とする請求項１記載
の、通信網による生体情報の通知受取と対処連絡情報の
提供取得の方法。
【請求項５】  前記生体情報に、
予め設定した値を測定値が越えた場合に警報を付加し
て、医療機関側に転送するとともに、
この生体情報を医療機関側が受け取った際に警報を発す
ことを特徴とする請求項１記載の、通信網による生体情
報の通知受取と対処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項６】  前記生体情報を、
設定した時間間隔で測定し、この生体情報を通信端末側
において記憶した後に、手動操作によって医療機関側へ
記憶している生体情報を発信転送することを特徴とする
請求項１記載の、通信網による生体情報の通知受取と対
処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項７】  前記生体情報を、通信端末側が、
設定時刻において測定し、又は、設定時刻から時間間隔
で測定した生体情報を通信端末側で記憶した後に、自動
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的に医療機関側へ記憶している生体情報を発信転送する
ことを特徴とする請求項１記載の、通信網による生体情
報の通知受取と対処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項８】  前記通信端末側から医療機関側への生体
情報転送による監視が会員制の場合の登録を、通信網に
よって実行するためのステップを、さらに有することを
特徴とする請求項１記載の、通信網による生体情報の通
知受取と対処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項９】  前記通信端末側から医療機関側への生体
情報転送による監視が有料制の場合の代金を、通信網上
で決済するステップを、さらに有することを特徴とする
請求項１記載の、通信網による生体情報の通知受取と対
処連絡情報の提供取得の方法。
【請求項１０】  通信網によって生体情報を医療機関側
通信装置へ通知し、かつ、対処連絡情報を取得する生体
情報通信端末において、
当該生体情報通信端末の筐体表面に心電図測定のための
複数の電極を配置し、
当該生体情報通信端末を手で保持して前記電極を身体部
位に押圧接触させて、心電図測定を行うことを特徴とす
る生体情報通信端末。
【請求項１１】  前記生体情報通信端末を、
ベルトを含む身体部位への接触固定手段によって保持し
て、前記電極を身体部位に押圧接触させて心電図測定を
行うことを特徴とする請求項１０に記載の生体情報通信
端末。
【請求項１２】  通信網によって生体情報を医療機関通
信装置へ通知し、かつ、対処連絡情報を取得する生体情
報通信端末において、
当該生体情報通信端末に、生体情報の測定装置を内蔵
し、かつ、生体情報測定用の検出部を外付けとする構成
としたことを特徴とする生体情報通信端末。
【請求項１３】  通信網によって生体情報を医療機関通
信装置へ通知し、かつ、対処連絡情報を取得する生体情
報通信端末において、
当該生体情報通信端末が、携帯電話機と生体情報測定装
置とから構成され、
この携帯電話機と生体情報測定装置とのそれぞれに、生
体情報を微弱電波で無線通信するための無線送受信手段
を備えることを特徴とする生体情報通信端末。
【請求項１４】  前記生体情報測定装置の筐体表面に、
心電図測定のための複数の電極を配置し、
当該生体情報測定装置を手で保持し、かつ、前記電極を
身体部位に押圧接触させて、１電極法、２電極法、３電
極法等により心電図心拍数測定データを得ることを特徴
とする生体情報通信端末。
【請求項１５】  前記複数の電極のうち少なくとも一つ
と、前記生体情報測定装置側面電極とを手で保持し、指
又は手のひらに押圧接触させて、２電極法による前記心
電図心拍数測定データを測定することを特徴とする請求
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項１４に記載の生体情報通信端末。
【請求項１６】  前記心電図測定データは、携帯電話機
が具備するメモリに格納され、前記メモリから読み出さ
れて前記携帯電話機の表示部に表示されることを特徴と
する請求項１５に記載の生体情報通信端末。
【請求項１７】  前記生体情報測定装置に、
生体情報測定用の検出部が外付けして設けられることを
特徴とする生体情報通信端末。
【請求項１８】  前記生体情報測定装置に、
当該装置を身体の所定場所に配置するベルトを含む着脱
固定手段を備えることを特徴とする請求項１０記載の生
体情報通信端末。
【請求項１９】  前記生体情報測定装置に、
生体情報の測定時刻及び／又は測定時間間隔を設定する
ための計時設定手段を備えることを特徴とする請求項１
０記載の生体情報通信端末。
【請求項２０】  前記生体情報通信端末に、
被検者の絶対位置情報を計測して生体情報に付加するた
めの、衛星電波受信による位置計測を含む絶対位置計測
装置を備えることを特徴とする請求項１０記載の生体情
報通信端末。
【請求項２１】  前記携帯電話機及び／又は生体情報測
定装置に、
身体の所定場所に配置するためのベルトを含む着脱固定
手段を備えることを特徴とする請求項１３記載の生体情
報通信端末。
【請求項２２】  生体情報を通信端末から医療機関通信
装置へ通信網を通じて通知し、かつ、生体情報の受け取
りを処理を実行するとともに、医療機関通信装置からの
提供による対処連絡情報を通信端末で取得するための生
体情報通信システムにあって、
前記通信端末が、
ローミング運用が可能な携帯電話機を含む通信端末であ
り、かつ、当該通信端末に内蔵され、又は外付けされた
生体情報測定装置で検出した被検者の生体情報ととも
に、当該通信端末に内蔵され、又は外付けされた絶対位
置計測装置で被検者の絶対位置を計測して転送し、か
つ、前記医療機関通信装置から転送された生体情報に対
する対処情報及び／又は連絡情報を表示し、
前記医療機関通信装置が、
前記通信端末から受け取った生体情報を格納し、かつ、
（ａ）生体情報に対する解析を行った際の対処情報、及
び／又は、（ｂ）解析を行い又は解析を行わない場合
の、連絡情報を生成して前記通信端末に転送し、かつ、
前記通信端末から受け取った絶対位置情報を地図上に示
し、
前記通信網を通じて、
前記通信端末と前記医療機関通信装置とのが双方向通信
を実行する、
ことを特徴とする生体情報通信システム。
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【請求項２３】  前記医療機関通信装置に、
受け取った生体情報を格納し、かつ、生体情報の履歴に
基づいた被検者の状態の解析を実行し、かつ、絶対位置
情報を地図上に示して表示するためのデータベース装置
を備えることを特徴とする請求項２２記載の生体情報通
信端末。
【請求項２４】  前記生体情報の履歴に基づいた被検者
の状態の解析が、
生体情報と、予め格納している対処情報とのトラッキン
グによる自動解析であることを特徴とする請求項２３記
載の生体情報通信システム。
【請求項２５】  前記通信網に、
医療機関通信装置から、非番の担当医を含む医療関係者
との双方向通信を実行するための通信装置を、さらに備
えることを特徴とする請求項２２記載の生体情報通信シ
ステム。
【請求項２６】  前記通信網に、
医療機関通信装置から、他の医療機関との双方向通信を
実行するための通信装置を、さらに備えることを特徴と
する請求項２２記載の生体情報通信システム。
【請求項２７】  前記通信網に、
医療機関通信装置から被検者の関係者との電話通話を行
うための電話装置を、さらに備えることを特徴とする請
求項２２記載の生体情報通信システム。
【請求項２８】  前記通信網に、
医療機関通信装置から、薬局を含む医療機関との双方向
通信を実行するための通信装置を、さらに備えることを
特徴とする請求項２２記載の生体情報通信システム。
【請求項２９】  前記通信網に、
医療機関通信装置からの通知によって、薬局を含む他の
医療機関と被検者側の通信端末との間で双方向通信によ
る代金決済を実行するための通信装置を、さらに備える
ことを特徴とする請求項２２記載の生体情報通信システ
ム。
【請求項３０】  前記通信網に多言語翻訳処理通信装置
をさらに備え、
医療機関通信装置が被検者から受け取った、少なくとも
生体情報を前記多言語翻訳処理通信装置を通じて所望の
言語に変換して格納して解析し、かつ、
前記医療機関通信装置での自動解析による対処情報、及
び／又は、解析を行い又は解析を行わない場合の連絡情
報を、前記多言語翻訳処理通信装置に転送して指定の言
語に変換し、
この言語変換した対処情報、及び／又は、連絡情報を、
前記多言語翻訳処理通信装置又は前記医療機関通信装置
を通じて通信端末に転送することを特徴とする請求項２
２記載の生体情報通信システム。
【請求項３１】  通信端末において、
この通信端末に内蔵され、又は外付けされた生体情報測
定装置によって被検者の生体情報を測定するステップ
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と、
当該通信端末に内蔵され、又は外付けされた絶対位置計
測装置によって被検者の絶対位置を計測するステップ
と、
前記生体情報及び絶対位置情報を転送するステップと、
転送されてきた生体情報に対する対処情報及び／又は連
絡情報を表示するステップと、
の制御を実質的なコンピュータが実行することを特徴と
するプログラム。
【請求項３２】  医療機関通信装置において、
通信端末から受け取った生体情報を格納するステップ
と、
この格納した生体情報に対する被検者状態の自動解析を
行うステップと、
この解析による対処情報、及び／又は、解析にかかる連
絡情報を生成するステップと、
この生成した対処情報及び／又は連絡情報を通信端末に
転送するステップと、
通信端末側から受け取った絶対位置情報を地図上に表示
するステップと、
の制御を実質的なコンピュータが実行することを特徴と
するプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、通信網（例えば、
インターネットなどのＴＣＰ／ＩＰ通信網）によって被
検者の心電図、血圧、心拍、体温、運動量、筋組織酸素
濃度、酸素飽和度、情報環境温度、活動状態に関する情
報（以下、適宜、「生体情報」と記載する）を携帯端末
から医療機関へ自動的又は手動操作で通知し、かつ、そ
の対応情報を医療機関から被検者が取得する方法、その
通信端末及び通信システム並びにプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、移動体通信を利用して被検者の生
体情報を医療機関などで監視することが知られている。
この種の提案として特開平８－１０２３５「心電計」号
公報例、特開平８－１０２３６「心電計及び心電計の測
定部」号公報例、特開２０００－６０８０７「沿革監視
医療通報システム」号公報例がある。
【０００３】特開平８－１０２３５号「心電計」公報例
では、着脱可能な測定部で測定した心電図データが記憶
され、この心電図データを測定部が装着される携帯電話
機と兼用する本体部に転送して記憶した後に、無線通信
を通じて医療機関等に送信している。
【０００４】特開平８－１０２３６号「心電計及び心電
計の測定部」号公報例は、着脱可能な測定部で測定した
心電図データが記憶される。この心電図データを、測定
部を装着する携帯電話機と兼用する本体部でファクシミ
リ信号に変換し、音響カップラを通じて医療機関等に送
信する。また、特開２０００－６０８０７号「遠隔監視
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医療通報システム」公報例では、被検者に装着した無線
心拍監視器、無線心電図監視装置からの心拍データや心
電図データを、携帯電話機で受信し、かつ、無線電話網
を通じて医療機関に伝送している。また、被検者が重病
で、その医療機関等への位置通報が困難な場合に対応す
るため、携帯電話機の発信エリア（セル基地局の設置場
所）を特定して、その被検者の位置（セル基地局のサー
ビスエリア内）を把握し、また、全地球方位計測システ
ム（ＧＰＳ: Global PositioningSystems）からの位置
情報を取得して、その被検者の現在位置を特定してい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】このように上記従来の
公報例では、比較的簡単に生体情報が得られ、その医療
機関等への無線通報が可能である。さらに、被検者が重
病の場合、医療機関等への携帯電話発信の場所情報（セ
ル基地局のサービスエリア）によって被検者の位置を特
定し、また、ＧＰＳ計測による絶対位置情報によって被
検者の現在位置を特定できるものの、次のような不都合
があり、その改善の余地がある。
（１）各種の生体測定装置（例えば、心電図計と携帯電
話機）が離間した構成であり、被検者による測定作業に
手間取る。
（２）被検者の生体情報が、医療機関に通報されないた
め被検者の様態を医療機関で正確に把握できない。
（３）設定時刻による生体情報の自動通報が出来ないた
め、医療機関での被検者の状態を、より正確かつ確実に
把握できない。
（４）被検者の多様な日常生活状態、例えば、薬を飲ん
だ時、就寝中、トイレ使用中、スポーツ中、食事中等々
を弁別した測定による生体情報の通知が出来ない。換言
すれば、より容易かつ確実に被検者の様態を医療機関で
把握できない。
（５）生体情報の通知後の医療機関と被検者や関係者と
の連絡が電話通話のみであるため、医療機関からの対処
情報の提供及び取得が容易かつ確実に出来ない。例え
ば、絵図や写真などの、より正確かつ確実な対処情報が
医療機関から被検者や関係者に提供でき難い。
（６）携帯電話発信やＧＰＳ計測による被検者の位置特
定では、地図上の被検者位置を明示する処理の開示説明
がなく、その実現性に乏しい。
（７）言語が異なる被検者の場合に、医療機関での的確
な対応が出来ない。
（８）海外移動中の被検者の生体情報のデータ転送が出
来ない。
【０００６】本発明は、このような従来の技術における
課題を解決するものであり、（ａ）生体情報測定装置と
携帯電話機とを一体化した構成によって、被検者での測
定（使用）作業が容易になり、かつ、（ｂ）医療機関へ
の生体情報の通報、（ｃ）設定時刻や緊急時の自動通
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7
報、及び（ｄ）被検者の多様な日常生活状態を弁別した
測定による生体情報の通知を可能にして、より容易かつ
確実に被検者の様態を医療機関が把握できるようにな
る、通信網による生体情報の通知受取と対処連絡情報の
提供取得の方法、その通信端末及び通信システム並びに
プログラムの提供を目的とする。
【０００７】さらに、本発明は、（ａ）医療機関から被
検者や関係者へ対処情報の提供、及び（ｂ）被検者の位
置（場所）特定が、正確かつ確実に出来るようになる、
通信網による生体情報の通知受取と対処連絡情報の提供
取得の方法、その通信端末及び通信システム並びにプロ
グラムの提供を他の目的とする。
【０００８】また、本発明は、（ａ）言語が異なる被検
者に対し、言語翻訳による医療機関での的確な対応、か
つ、被検者への多言語による連絡（例えば、電子メー
ル）が出来るようになるとともに、（ｂ）海外移動中の
被検者の生体情報が転送できるようになって、海外移動
中の被検者に対する対処情報の提供が可能になる、通信
網による生体情報の通知受取と対処連絡情報の提供取得
の方法、その通信端末及び通信システム並びにプログラ
ムの提供をさらに他の目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記課題を達成するため
に、本発明は、通信網による通信端末側から医療機関側
の通信装置への生体情報の通知かつ、その受取と医療機
関側から提供される対処連絡情報を通信端末側で取得す
る方法であり、被検者の生体情報を測定するステップ
と、この生体情報を通信端末側から医療機関側へ転送し
て通知するステップと、この受け取った生体情報を医療
機関側が格納を含む受け取り処理を実行するステップ
と、医療機関側が受け取って格納した生体情報に対する
解析を行った際の対処情報又は解析を行わない場合の連
絡情報を生成する処理と、この対処情報及び／又は連絡
情報を被検者側の通信端末側に転送するステップと、受
け取った対処情報及び／又は連絡情報を被検者側の通信
端末側で表示するステップとを有することを特徴として
いる。
【００１０】本発明の方法は、前記生体情報が、心電
図、血圧、運動量、体温、心拍、筋組織酸素濃度、酸素
飽和度の少なくとも何れか一つを含む情報であることを
特徴としている。
【００１１】本発明の方法は、前記生体情報に、被検者
を医療機関側が識別するための識別符号、氏名、年齢を
含む個人情報が付加されることを特徴としている。
【００１２】本発明の方法は、前記生体情報に、生体情
報を発信した被検者の絶対位置情報が付加され、この絶
対位置情報に基づいて、医療機関側が被検者の絶対位置
を地図上に示すことを特徴としている。
【００１３】本発明の方法は、前記生体情報に、予め設
定した値を測定値が越えた場合に警報を付加して、医療
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機関側に転送するとともに、この生体情報を医療機関側
が受け取った際に警報を発すことを特徴としている。
【００１４】本発明の方法は、前記生体情報を、設定し
た時間間隔で測定し、この生体情報を通信端末側におい
て記憶した後に、手動操作によって医療機関側へ記憶し
ている生体情報を発信転送することを特徴としている。
【００１５】本発明の方法は、前記生体情報を、通信端
末側が、設定時刻において測定し、又は、設定時刻から
時間間隔で測定した生体情報を通信端末側で記憶した後
に、自動的に医療機関側へ記憶している生体情報を発信
転送することを特徴としている。
【００１６】本発明の方法は、前記通信端末側から医療
機関側への生体情報転送による監視が会員制の場合の登
録を、通信網によって実行するためのステップを、さら
に有することを特徴としている。
【００１７】本発明の方法は、前記通信端末側から医療
機関側への生体情報転送による監視が有料制の場合の代
金を、通信網上で決済するステップを、さらに有するこ
とを特徴としている。
【００１８】本発明の生体情報通信端末は、通信網によ
って生体情報を医療機関側通信装置へ通知し、かつ、対
処連絡情報を取得するものであり、当該生体情報通信端
末の筐体表面に心電図測定のための複数の電極を配置
し、当該生体情報通信端末を手で保持して前記電極を身
体部位に押圧接触させて、心電図心拍数測定を行うこと
を特徴としている。
【００１９】本発明の端末は、前記生体情報通信端末
を、ベルトを含む身体部位への接触固定手段によって保
持して、前記電極を身体部位に押圧接触させて心電図心
拍数測定を行うことを特徴としている。
【００２０】本発明の生体情報通信端末は、通信網によ
って生体情報を医療機関通信装置へ通知し、かつ、対処
連絡情報を取得するものであり、当該生体情報通信端末
に、生体情報の測定装置を内蔵し、かつ、生体情報測定
用の検出部を外付けとする構成としたことを特徴として
いる。
【００２１】本発明の生体情報通信端末は、通信網によ
って生体情報を医療機関通信装置へ通知し、かつ、対処
連絡情報を取得するものであり、当該生体情報通信端末
が、携帯電話機と生体情報測定装置とから構成され、こ
の携帯電話機と生体情報測定装置とのそれぞれに、生体
情報を微弱電波で無線通信するための無線送受信手段を
備えることを特徴としている。
【００２２】本発明の端末は、前記生体情報測定装置の
筐体表面に、心電図心拍数測定のための複数の電極を配
置し、当該生体情報測定装置を手で保持し、かつ、前記
電極を身体部位に押圧接触させて心電図心拍数測定デー
タを得ることを特徴としている本発明の端末は、前記生
体情報測定装置に、生体情報測定用の検出部が外付けし
て設けられることを特徴としている。さらに、前記複数
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9
の電極の少なくとも一つと、前記生体情報測定装置側面
電極とを手で保持し、指又は手のひらに押圧接触させ
て、２電極法による心電図心拍数測定データを測定し、
前記心電図心拍数測定データは、携帯電話機のメモリに
格納され、前記メモリから読み出されて前記携帯電話機
の表示部に表示される。
【００２３】本発明の端末は、前記生体情報測定装置
に、当該装置を身体の所定場所に配置するベルトを含む
着脱固定手段を備えることを特徴としている。
【００２４】本発明の端末は、前記生体情報測定装置
に、生体情報の測定時刻及び／又は測定時間間隔を設定
するための計時設定手段を備えることを特徴としてい
る。
【００２５】本発明の端末は、前記生体情報通信端末
に、被検者の絶対位置情報を計測して生体情報に付加す
るための、衛星電波受信による位置計測を含む絶対位置
計測装置を備えることを特徴としている。
【００２６】本発明の端末は、前記携帯電話機及び／又
は生体情報測定装置に、身体の所定場所に配置するため
のベルトを含む着脱固定手段を備えることを特徴として
いる。
【００２７】本発明の生体情報通信システムは、生体情
報を通信端末から医療機関通信装置へ通信網を通じて通
知し、かつ、生体情報の受け取りを処理を実行するとと
もに、医療機関通信装置からの提供による対処連絡情報
を通信端末で取得するものであり、前記通信端末が、ロ
ーミング運用が可能な携帯電話機を含む通信端末であ
り、かつ、当該通信端末に内蔵され、又は外付けされた
生体情報測定装置で検出した被検者の生体情報ととも
に、当該通信端末に内蔵され、又は外付けされた絶対位
置計測装置で被検者の絶対位置を計測して転送し、か
つ、前記医療機関通信装置から転送された生体情報に対
する対処情報及び／又は連絡情報を表示し、前記医療機
関通信装置が、前記通信端末から受け取った生体情報を
格納し、かつ、（ａ）生体情報に対する解析を行った際
の対処情報、及び／又は、（ｂ）解析を行い又は解析を
行わない場合の、連絡情報を生成して前記通信端末に転
送し、かつ、前記通信端末から受け取った絶対位置情報
を地図上に示し、前記通信網を通じて、前記通信端末と
前記医療機関通信装置とのが双方向通信を実行すること
を特徴としている。
【００２８】本発明の通信システムは、前記医療機関通
信装置に、受け取った生体情報を格納し、かつ、生体情
報の履歴に基づいた被検者の状態の解析を実行し、か
つ、絶対位置情報を地図上に示して表示するためのデー
タベース装置を備えることを特徴としている。
【００２９】本発明の通信システムは、前記生体情報の
履歴に基づいた被検者の状態の解析が、生体情報と、予
め格納している対処情報とのトラッキングによる自動解
析であることを特徴としている。
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【００３０】本発明の通信システムは、前記通信網に、
医療機関通信装置から、非番の担当医を含む医療関係者
との双方向通信を実行するための通信装置を、さらに備
えることを特徴としている。
【００３１】本発明の通信システムは、前記通信網に、
医療機関通信装置から、他の医療機関との双方向通信を
実行するための通信装置を、さらに備えることを特徴と
している。
【００３２】本発明の通信システムは、前記通信網に、
医療機関通信装置から被検者の関係者との電話通話を行
うための電話装置を、さらに備えることを特徴としてい
る。
【００３３】本発明の通信システムは、前記通信網に、
医療機関通信装置から、薬局を含む医療機関との双方向
通信を実行するための通信装置を、さらに備えることを
特徴としている。
【００３４】本発明の通信システムは、前記通信網に、
医療機関通信装置からの通知によって、薬局を含む他の
医療機関と被検者側の通信端末との間で双方向通信によ
る代金決済を実行するための通信装置を、さらに備える
ことを特徴としている。
【００３５】本発明の通信システムは、前記通信網に多
言語翻訳処理通信装置をさらに備え、医療機関通信装置
が被検者から受け取った、少なくとも生体情報を前記多
言語翻訳処理通信装置を通じて所望の言語に変換して格
納して解析し、かつ、前記医療機関通信装置での自動解
析による対処情報、及び／又は、解析を行い又は解析を
行わない場合の連絡情報を、前記多言語翻訳処理通信装
置に転送して指定の言語に変換し、この言語変換した対
処情報、及び／又は、連絡情報を、前記多言語翻訳処理
通信装置又は前記医療機関通信装置を通じて通信端末に
転送することを特徴としている。
【００３６】本発明のプログラムは、通信端末におい
て、この通信端末に内蔵され、又は外付けされた生体情
報測定装置によって被検者の生体情報を測定するステッ
プと、当該通信端末に内蔵され、又は外付けされた絶対
位置計測装置によって被検者の絶対位置を計測するステ
ップと、前記生体情報及び絶対位置情報を転送するステ
ップと、転送されてきた生体情報に対する対処情報及び
／又は連絡情報を表示するステップとの制御を実質的な
コンピュータが実行することを特徴としている。
【００３７】本発明のプログラムは、医療機関通信装置
において、通信端末から受け取った生体情報を格納する
ステップと、この格納した生体情報に対する被検者状態
の自動解析を行うステップと、この解析による対処情
報、及び／又は、解析にかかる連絡情報を生成するステ
ップと、この生成した対処情報及び／又は連絡情報を通
信端末に転送するステップと、通信端末側から受け取っ
た絶対位置情報を地図上に表示するステップとの制御を
実質的なコンピュータが実行することを特徴としてい
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る。
【００３８】このような本発明では、生体情報測定装置
と携帯電話機とを一体化した構成によって、被検者での
測定（使用）作業が容易に行われる。さらに、医療機関
への生体情報の通報が行われ、かつ、定時又は様態に合
わせた短時間や長時間の間隔などの設定時刻や緊急時の
自動通報及び被検者の多様な日常生活状態を弁別した測
定による生体情報の通知が行われる。例えば、薬を飲ん
だ時、就寝中、トイレ使用中、スポーツ中、食事中等々
の生体情報の医療機関への通知が可能になり、より容易
かつ確実な被検者の様態が医療機関で把握される。
【００３９】さらに、本発明は、医療機関から被検者や
関係者への絵図や写真などの対処情報の提供とともに、
例えば、携帯電話の発信エリア（セル基地局のサービス
エリア）やＧＰＳ計測による被検者の位置特定が、正確
かつ確実に行われる。
【００４０】また、本発明は、言語が異なる被検者に対
し、多言語翻訳による医療機関での的確な対応ととも
に、被検者への連絡（例えば、電子メール）が行われ、
かつ、海外移動中の被検者の生体情報が転送され、海外
移動中の被検者に対しても、その対処情報の提供が行わ
れる。
【００４１】
【発明の実施の形態】次に、本発明の通信網による生体
情報の通知受取と対処連絡情報の提供取得の方法、その
通信端末及び通信システム並びにプログラムの実施形態
を図面参照の上で詳細に説明する。
【００４２】図１は本発明の実施形態における通信網の
全体構成を示す外観図である。図１において、この例
は、「通信網による生体情報の通知受取と対処連絡情報
の提供取得」を実施するためのＴＣＰ／ＩＰ（Transmis
sion Control Protocol/Internet Protocol／イントラ
ネット、インターネット、エキストラネット、以下、イ
ンターネットのみをもって説明する）通信ネットワーク
構成を示している。
【００４３】なお、他の通信方式によっても本発明の実
施が可能である。例えば、Ｚ／Ｙ－ＭＯＤＥＭなどのコ
ンピュータ対コンピュータ通信や、心電図、血圧のデー
タをビットマップデータ（例えば、ファクシミリ通信）
として伝送する通信でも実施可能であり、これらも本発
明に含まれる。
【００４４】図１の通信ネットワーク構成では、データ
通信とともに、ＩＴＵ－Ｔ（international Telecommun
ication Union-Telecommunication Standardization Se
ctor）／Ｇ３規格のファクシミリ通信やインターネット
Ｆａｘ通信及び、汎用電話通話やＶｏＩＰ（Voice over
 Internet Protocol／ＩＴＵ－Ｔ／Ｈ．３２３プロトコ
ル）による音声電話通信を実行している。
【００４５】この通信ネットワークは、ＩＳＤＮ（Inte
grated Services Digital Network）のデジタル固定通
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信網１Ａ及びアナログ固定通信網１Ｂとともに、このデ
ジタル固定通信網１Ａに、通信プロトコル変換を行うゲ
ートウェイ装置ＧＷで接続されたデジタル移動通信網２
（これらのデジタル固定通信網１Ａ、アナログ固定通信
網１Ｂ及びデジタル移動通信網２を合わせて、適宜、通
信回線網と表記する）を有している。
【００４６】デジタル移動通信網２は、例えば、ＰＤＣ
（Personal Digital Cellular Telecommunication Syst
em）方式、ＰＨＳ（Personal Handyphone System）方式
であり、セル基地局２ａを有している。このセル基地局
２ａには、「通信網による生体情報を通知し、対処情報
を取得」するために、多数の被検者がそれぞれに使用す
る、インターネットアクセスが可能なウェブブラウザを
搭載した多数の携帯電話機３が無線区間で収容されてい
る。
【００４７】また、デジタル固定通信網１Ａには、以降
で詳細に説明するように携帯電話機３からの生体情報を
受け取り、かつ、解析して被検者に対する対処情報を提
供することによって、その被検者の状態を監視するため
の、医療機関に設置された運営サイト通信装置４（請求
項における医療機関通信装置に対応する）が接続されて
いる。さらに、デジタル固定通信網１Ａには、携帯電話
機３に内蔵又は外部接続されて、以降で説明するように
被検者の絶対位置をＧＰＳ衛星ｓａｔからのＧＰＳ電波
（Ｗａ，Ｗｂ，Ｗｃ，Ｗｄ）を受信して運営サイト通信
装置４に通知するＧＰＳ受信機５（請求項における絶対
位置計測装置に対応する）と、運営サイト通信装置４側
が参考資料の提供を受けるための、他の医療機関に設置
される病院通信装置６が接続されている。
【００４８】また、図１に示すアナログ固定通信網１Ｂ
には、被検者（携帯電話機３）の関係者が使用するＶｏ
ＩＰ電話機７が接続されている。なお、音声パケットと
連続音声変換用のＶｏＩＰゲートウェイは、その図示を
省略した。また、デジタル固定通信網１Ａとアナログ固
定通信網１Ｂとの間には、インターネット上のコンテン
ツを携帯電話機３の小型表示画面に適合するように、専
用ＨＴＭＬタグに編集し直すための編集サーバ８が接続
されている。
【００４９】デジタル固定通信網１Ａには、薬局などに
設置される小型汎用コンピュータ９（請求項における通
信装置に対応する）と、運営サイト通信装置４の非番の
医療関係者が使用する小型汎用コンピュータ１０（請求
項における通信装置に対応する）と、心電図データを携
帯電話機３に送出する心電図測定装置１１と、血圧デー
タを携帯電話機３に送出する血圧測定装置１２とが接続
されている。さらに、デジタル固定通信網１Ａには、以
降で説明するように医療機関や薬局などの代金決済を、
クレジットカード、デビットカード、電子マネー（e-ca
che/digital-cache） 、世界共通ネット通貨（beens）
によって、通信ネットワーク上で実行するためのネット
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銀行やクレジットカード会社などに設置されたネット銀
行通信装置１３（請求項における代金決済を実行するた
めの通信装置に対応する）が接続されている。また、デ
ジタル固定通信網１Ａには言語が異なる被検者への対処
情報及び連絡情報を多言語（文字情報）で通知するため
の多言語翻訳を通信ネットワーク上で実施する言語翻訳
通信装置１４（請求項における多言語翻訳処理通信装置
に対応する）が接続されている。
【００５０】図２は、図１中の運営サイト通信装置４の
構成例を示すブロック図である。図２において、運営サ
イト通信装置４は、ＩＳＤＮ（デジタル固定通信網１
Ａ）に接続するためのデジタル終端装置／ＤＳＵ）や、
侵入防止用のファイアウォールアプリケーションを実装
した図示しないルータなどを装備した回線接続装置２０
と、インターネット上での通信処理を実行するためのウ
ェブサーバ２１とが設けられている。
【００５１】さらに、運営サイト通信装置４は、ＦＴＰ
（File Transfer Protocol）ファイル転送用のＦＴＰサ
ーバ２２、及び分散名前管理システム（ＤＮＳ:Domain 
NameSystem）用のＤＮＳサーバ２３とともに、ＳＳＬサ
ーバ（ＳＳＬ:Secure Sockets Layer）２４が設けられ
ている。このＳＳＬサーバ２４は、被検者への対処情報
の提供におけるデータ転送用の暗号化通信プロトコルの
起動用である。また、この運営サイト通信装置４には、
以降で説明するデータベース（Ｄ／Ｂ）装置制御用のＤ
／Ｂサーバ２５とともに、外部ＬＡＮを収容するインタ
フェース（Ｉ／Ｆ）回路２６が設けられている。
【００５２】また、運営サイト通信装置４は、複数のＶ
ｏＩＰ電話端末２７ａが接続されるＶｏＩＰ接続装置２
７とともに、被検者の病歴や心電図、血圧データを順次
格納し、その検索（トラッキング／解析）を実行して対
処情報を自動生成する履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａと、被検者
個人の情報、例えば、住所、氏名、電話番号等のデータ
を格納し、その検索（トラッキング）を実行する被検者
Ｄ／Ｂ装置２８ｂと、緊急時の被検者の位置を把握する
ための地図情報を格納し、その地図情報検索（トラッキ
ング）を実行する地図Ｄ／Ｂ装置２８ｃが設けられてい
る。
【００５３】さらに、運営サイト通信装置４には、これ
らの各部を制御するための制御サーバ２９が設けられて
おり、この制御サーバ２９に、この実施形態を実行する
ためのプログラムをＣＤ－ＲＯＭなどから読み出してイ
ンストールするための図示しないドライブ装置も備えて
いる。
【００５４】なお、この運営サイト通信装置４は、伝送
容量（トラフィック量）やデータ処理量を考慮して、そ
の構成とすれば良い。例えば、運営サイト通信装置４
は、そのトラヒック量によって、単体の小型汎用コンピ
ュータのみで構成することも可能である。また、病院通
信装置６、ネット銀行通信装置１３及び言語翻訳通信装
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置１４も、データ処理量が多い場合は、運営サイト通信
装置４と同様に構成されるものである。
【００５５】図１中の小型汎用コンピュータ装置９，１
０は、タワー型卓上パーソナルコンピュータやノート型
パーソナルコンピュータとして、その構成は既知であ
る。例えば、接続装置、マイクロコンピュータ、フラッ
シュメモリ、情報記録媒体用ドライブ装置、モニタ装
置、入力操作装置、ハードデスク装置、ＳＣＳＩ（Smal
lComputer System Interface）インタフェース、ＵＳＢ
（Universal Serial Bus）インタフェースなどを備えた
構成が周知である。
【００５６】図３は、携帯電話機３の電気的構成例を示
すブロック図である。図３において、この携帯電話機３
はＰＤＣ方式、ＰＨＳ方式として、その構成は既知であ
る。例えば、周波数切替シンセサイザ、受信電界強度
（ＲＳＳＩ）検出部を備えた無線送受信部３１、変調／
復調部３２、時分割／多重分離部３３、コーデック（符
号化／復号化）部３４、送話用マイクロホン３５と受話
用スピーカ３６、マイクロプロセッサ（ＭＰＵ）３８、
着信表示発光ダイオードや液晶ディスプレイなどの表示
部３９、テンキー及び機能キーなどのキーパッド４０、
外部Ｉ／Ｆ部４１、メモリ４２、タイマ回路４３（請求
項における計時設定手段に対応する）などを備えた構成
が周知である。
【００５７】なお、マイクロプロセッサ（ＭＰＵ）３８
には、本発明の実施形態「通信網による生体情報の通知
と対処情報の取得」を実行するためのプログラムが格納
されている。
【００５８】図４は、携帯電話機３に内蔵又は外付け接
続される図１に示すＧＰＳ受信機５の電気的構成を示す
ブロック図である。図４において、このＧＰＳ受信機５
は、図示しない天空を飛翔する少なくとも四つのＧＰＳ
衛星からのＧＰＳ電波Ｗａ，Ｗｂ，Ｗｃ，Ｗｄを受信す
る平面偏波無指向性受信用のアンテナ４１とともに、高
周増幅、周波数変換、検波などを行う無線受信部４２
と、現在絶対位置（緯度、経度、高度）情報を算出する
デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）４３と、ＤＳＰ
４３が算出した絶対位置情報に必要な文字情報を送出す
るためのフォント回路４５と、各種の情報を設定するた
めの操作部４６と、絶対位置情報を記憶して送出するメ
モリ４７と、絶対位置情報を携帯電話機３に転送するた
めのＩ／Ｆ部４８とを有している。
【００５９】図５は、図１中のＶｏＩＰ電話機７及び図
２中のＶｏＩＰ電話端末２７ａの要部構成例を示すブロ
ック図である。図５において、この例は、送受信インタ
フェース部５０と、符号化・復号化部５１と、音量可変
オーディオ部５２と、マイクロコンピュータ５３と、音
声通話用のマイクロホン５４ａ及びスピーカ５４ｂと、
ＶｏＩＰ音声通話制御プログラムを格納したメモリ５５
と、ＬＣＤの表示部５６と、操作部（テンキー、機能選
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択キー）５７等を備えた構成である。
【００６０】図６は、携帯電話機３に内蔵又は外付けさ
れる心電図測定装置１１及び血圧測定装置１２の要部構
成を示すブロック図である。図６（ａ）において、心電
図測定装置１１（請求項における測定装置に対応する）
は、複数の電極が接続されて、心電図データを得るため
のマイクロプロセッサ、心電図データを設定時刻（又
は、設定時間間隔）ごとに記憶するメモリ等からなる心
電図測定部６１と、心電図データを携帯電話機３で設定
した時刻（又は設定時間間隔）において、その転送要求
コマンドの取り込みによって送出するためのＩ／Ｆ部６
２とを有している。
【００６１】図６（ｂ）において、血圧測定装置１２
（請求項における測定装置に対応する）は、身体の一部
（腕又は人指し指）に巻き付けるカフ（加圧空気袋）７
０（請求項における検出部に対応する）と、このカフ７
０を加圧する機構や、血圧を検出する検出部と、血圧値
を算出するマイクロプロセッサ、血圧値を設定時刻（又
は、設定時間間隔）ごとに記憶するメモリ等からな血圧
測定部７１と、血圧値を携帯電話機３に設定された時刻
（又は設定時間間隔）において、その転送要求コマンド
の取り込みによって転送するためのＩ／Ｆ部７２とを有
している。
【００６２】この血圧測定装置１２での非観血による血
圧測定としては、最高血圧値あたりから最低血圧値まで
持続するコロトコフ音を聴取する「Ｒｉｖａ  Ｒｏｃｃ
ｉ」血圧法が良く知られている。この「Ｒｉｖａ  Ｒｏ
ｃｃｉ」血圧方法は被検者自体が測定する場合、その測
定操作が面倒である。このため、この実施形態では、コ
ロトコフ音の聴取を行わない位相差血圧測定法、加圧脈
波関係処理法、血管壁振動超音波ドプラー法を採用す
る。
【００６３】位相差血圧測定法は腕部位に二つのカフを
巻回して等圧を加え、二つの圧力トランジューサの信号
を処理して最高最低血圧を測定している。加圧脈波関係
処理法では、指先を受圧膜に挿入して、指先周囲の液体
に圧力を加え、この場合の加圧と脈波との関係から血圧
測定を行っている。さらに、血管壁振動超音波ドプラー
法は、腕に巻回したカフにトランジューサを設けて血管
壁振動の超音波ドプラーによって血圧を測定している。
【００６４】なお、この心電図測定装置１１及び血圧測
定装置１２とともに、図示しない運動量／加速度セン
サ、体温センサ、環境温度センサ、心拍センサが被検者
の様態（監視状況）に応じて設けられる。なお、心拍
は、心拍センサを用いないで心電図データから生成す
る、心拍周期比例形方式や心拍数比例信号変換方式など
が周知である。
【００６５】次に、図１における各部の要点動作につい
て説明する。図１において、通信回線網（デジタル固定
通信網１Ａ、アナログ固定通信網１Ｂ、デジタル移動通
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信網２）と各装置との間では、例えば、伝送速度６４，
３８４ｋｂｉｔ／ｓ，１．５Ｍｂｉｔ／ｓによるＩＰパ
ケットを伝送している。伝送速度６４ｋｂｉｔでは、２
Ｂ＋Ｄ（情報チャネル３２ｋｂｐｓ×２、制御チャネル
１６ｋｂｐｓ）伝送を、例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告による
パケット交換手順Ｘ．３１（Ｉ．４３０／Ｉ．４３１，
Ｑ．９２１／Ｑ．９３１，Ｘ．２５プロトコル）で実行
する。
【００６６】また、デジタル移動通信網２は、セル基地
局２ａを図示しない移動通信制御局（ＭＣＣ）が収容す
る既知の移動回線網である。デジタル移動通信網２と携
帯電話機３は、ＡＲＩＢ－２７／２８規格によるＴＤＭ
Ａ方式、又はＴＤＭＡ／ＴＤＤ伝送方式、ＴＩＡ標準Ｉ
Ｓ９５系／ＩＭＴ－２０００のＮ／Ｗ－ＣＤＭＡ方式に
よる通信を行う。この通信では、例えば、１タイムスロ
ット／伝送速度３２ｋｂ／ｓや２タイムスロット／伝送
速度３２ｋｂ／ｓ×２（６４ｋｂ／ｓ）による音声通話
及びデータ通信を行う。セル基地局２ａのサービスエリ
ア内に携帯電話機３が移動すると、制御チャネル（ＣＣ
Ｈ）をスキャンしてモニタし、最大受信電界強度の制御
チャネルを捕捉する。この位置登録後は、周知の発呼
（発信）又は着呼（着信）に対する通信シーケンスが実
行される。
【００６７】また、図１の通信回線網と各装置は、イン
ターネット通信として周知のＴＣＰ／ＩＰによる通信接
続処理、ＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）によ
る言語処理機能（文章、音声、データ圧縮によるＪＰＥ
Ｇ静止画又はＭＰＥＧ動画処理）、及びＨＴＴＰ（Hype
rtext Transport Protocol）によるハイパーリンク機能
による転送双方向通信、ＦＴＰによるファイル転送、及
びＣＧＩ（Common Gateway Interface）による外部アプ
リケーションをそれぞれに実行する。このための電子メ
ール通信やインターネットアクセスを行うウェブブラウ
ザ（アプリケーション） を各装置が搭載している。
【００６８】さらに、広告や商品カタログ（コンテン
ツ）の写真やイラストをデータ処理するための、ビット
マップ画像ファイルを保存する、例えば、ＴＩＦＦ（Ta
gged Image File Format）とともに、機種や使用フォン
トに関わらず作成時のイメージを保った変換が可能な、
例えば、ＰＤＦ（Portable Document Format）ファイル
によって高微細画像データを生成かつ処理している。
【００６９】このような各装置は、ＴＣＰ／ＩＰリンク
によって、周知のＩＰパケットによるファイル転送を双
方向通信で行っている。この通信ネットワークにおける
インターネット上での転送処理は、ＨＴＴＰにおけるオ
ブジェクト指示（クリック／マウスなどの座標入力装置
によるラジオボタン、アンカー、プッシュボタン等への
指示）によって実行する。この場合、ファイルフォーマ
ットにＴＣＰコネクションの開放の伝送終了記述文字
（ＦＩＮ）や伝送肯定応答文字（ＡＣＫ）などを格納
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し、その識別によってファイル転送を実行する。
【００７０】図２から図６に示す各装置の動作は、この
後の第１から第６の実施形態において説明する。
【００７１】次に、このような電気的構成に基づいた使
用方法や動作について説明する。
（１）第１実施形態
図７は、第１実施形態の携帯電話機３Ａの構成を示す外
観図である。図７において、この携帯電話機３Ａは、図
１中の電気的構成に心電図測定装置１１及び血圧測定装
置１２を一体化したものである。携帯電話機３Ａの内部
に図６に示す心電図測定装置１１（心電図測定部６１、
Ｉ／Ｆ部６２）及び血圧測定装置１２（血圧測定部７
１，Ｉ／Ｆ部７２）が内蔵されている。携帯電話機３Ａ
の裏側には、心電図測定装置１１における３つのセンサ
（電極）Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３が配置されている。
【００７２】センサＰ１～Ｐ３は、高精度の測定が可能
な「分極の発生しない材質の電極」を用いるのが好まし
い。
【００７３】なお、このセンサ（電極）Ｐ１～Ｐ３は、
この構成に限らず、多様な構成を採用できるものであ
る。すなわち、心電図データは、身体の２ヵ所の特定部
位に電極を当接することによって、Ｐ波（心房収縮）と
ＱＲＳ（心室の収縮）、Ｔ波（心室の拡張）の心電図デ
ータが得られる。したがって、簡易な心電図データを得
る場合は、携帯電話機３Ａの裏側には、一つのセンサ
（電極）を設ければ良い。
【００７４】なお、この心電図測定装置１１及び血圧測
定装置１２を配置した携帯電話機３Ａには、図示しない
運動量／加速度センサ、体温センサ、環境温度センサ、
心拍センサが被検者の監視状態に対応して、携帯電話に
内蔵されるか或いは外部に接続される。
【００７５】図８は、第１実施形態の携帯電話機３Ａの
使用状態を説明する図である。図８において、この例で
は、被検者自体が携帯電話機３Ａの裏面のセンサＰ１～
Ｐ３を、身体上部に押し当て、さらに、カフ７０を腕又
は人指し指に巻回している。被検者が携帯電話機３Ａの
操作部５７（図５）を操作して、予め医療機関から指定
された設定内容（随時、指定時刻、又は時間間隔）にお
ける心電図、血圧値を測定する。また、図示しない運動
量／加速度センサ、体温センサ、環境温度センサ、心拍
センサによる測定も行われ、この各種の測定データが携
帯電話機３Ａを通じて予め設定した電子メールアドレス
（運営サイト通信装置４／医療機関）に発信される。
【００７６】そして、以降の説明のように、運営サイト
通信装置４（医療機関）において被検者のコンピュータ
解析が行われ、必要に応じて運営サイト通信装置４から
携帯電話機３Ａを通じた対処情報及び連絡情報の提供や
ＶｏＩＰ電話端末２７ａによる関係者への対処情報及び
連絡情報の提供が行われる。
【００７７】以下、この測定から生体情報の発信、医療
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機関におけるコンピュータ解析、対処情報の提供につい
て詳細に説明する。
【００７８】図９は、第１実施形態の伝送及び処理手順
を示す伝送シーケンス・流れ図であり、図１０は測定デ
ータ例を説明するための図である。図９において、ここ
では携帯電話機３Ａ側からの生体情報の測定・発信及び
医療機関からの対処情報の取得を示している。まず、携
帯電話機３Ａに内蔵又は外付けの図４に示すＧＰＳ受信
機５が、現在の被検者の絶対位置を測定する。この測定
は、図３に示す無線受信部４２からの検波信号をＤＳＰ
４３が取り込み、スペクトル逆拡散  距離測定、ドップ
ラ測定、軌道データベース構成を処理し、これらのデー
タベースから位置計算及び移動速度方位計算を行って現
在絶対位置（緯度、経度、高度）情報を生成し、携帯電
話機３Ａに転送する（ステップＳａ）。
【００７９】さらに、図６に示す心電図測定装置１１に
よって心電図を測定し、その測定データを携帯電話機３
Ａに転送する（ステップＳｂ）。また、図６に示す血圧
測定装置１２によって血圧値を測定し、その測定データ
を携帯電話機３Ａに転送する（ステップＳｃ）。さら
に、図６に図示しない運動量／加速度センサ、体温セン
サ、環境温度センサ、心拍センサ（適宜、その他測定装
置と記載する）が被検者の様態（監視状況）を測定し
て、そのデータを携帯電話機３Ａに転送する（ステップ
Ｓｄ）。
【００８０】図１０（ａ）には、測定日時とともに被検
者データが表示され、設定時間間隔ごとの最高／最低血
圧値及び心拍数が時間軸上に示されている。なお、測定
エラーも表示される。図１０（ｂ）では、最高／最低血
圧値が時系列グラフとして表示されている。
【００８１】携帯電話機３Ａでは、各データの取り込み
を判断し、常時、デジタル固定通信網１Ａと回線接続し
ている運営サイト通信装置４に発信（例えば、電子メー
ル）する（ステップＳｅ，Ｓｆ）。運営サイト通信装置
４側では、携帯電話機３Ａらの各データの取り込みを判
断し（ステップＳ１）、次の図１１，図１２をもって説
明する解析を行う（ステップＳ２）。
【００８２】この解析結果による対処情報を運営サイト
通信装置４から携帯電話機３Ａに提供する場合は、その
対処情報を携帯電話機３Ａへ電子メールで転送する。携
帯電話機３Ａでは、その取り込みを判断し、対処情報を
表示する（ステップＳｇ，Ｓｈ）。この表示は文字画面
又は音声出力によって行われる。
【００８３】また、運営サイト通信装置４のＶｏＩＰ電
話端末２７ａを通じて携帯電話機３Ａ（被検者）との電
話通話が行われる。さらに、対処情報を運営サイト通信
装置４から被検者の関係者へ通知する場合、ＶｏＩＰ電
話端末２７ａからＶｏＩＰ電話機７へ発信して、その解
析結果による対処情報にかかる音声通話が行われる。
【００８４】図１１は、第１実施形態における他の伝送
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及び処理手順を示す伝送シーケンス・流れ図であり、図
１２は測定データに対する解析結果例を説明するための
図である。
【００８５】図１１において、ここでは携帯電話機３Ａ
側からの生体情報に基づいた医療機関での解析及び対処
情報の提供（転送）を示している。まず、携帯電話機３
Ａが運営サイト通信装置４に発信してデータを転送する
（ステップＳｋ）。運営サイト通信装置４側では、携帯
電話機３Ａ側からのデータ転送の取り込みを判断し、ま
ず、転送されてきたデータの被検者にかかる情報、例え
ば、住所、氏名、年齢、電話番号とを被検者Ｄ／Ｂ装置
２８ｂから取り込む（ステップＳ１０，Ｓ１１）。
【００８６】測定データを履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａに格納
し、さらに、過去の履歴データを読み出して現在の被検
者における状態を自動解析して、この結果を次回の解析
に供するため履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａに格納する（ステッ
プＳ１２）。この被検者の状態の解析は、履歴Ｄ／Ｂ装
置２８ａにおけるデータベースエンジンによるトラッキ
ングによって自動的に実行する。また、必要に応じて、
例えば、往診のために被検者の現在位置を把握するた
め、転送されてきたＧＰＳ計測値に対応する地図情報を
地図Ｄ／Ｂ装置２８ｃから読み出して図２中のＬＡＮに
接続された図示しないモニタやプリンタに出力する。
【００８７】また、運営サイト通信装置４における自動
解析に伴い、例えば、非番の医療関係者（非番の担当
医）への問い合わせや連絡が必要な場合、小型汎用コン
ピュータ１０に発信して解析結果データなどを転送す
る。小型汎用コンピュータ１０側では、解析結果データ
の取り込みを判断して解析を行い、その結果を運営サイ
ト通信装置４に転送する（ステップＳ１００，Ｓ１０
１）。運営サイト通信装置４は、非番の担当医からの解
析結果データに基づいて再度の自動解析を行い、その結
果を履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａに格納する（ステップＳ１
５）。
【００８８】さらに、運営サイト通信装置４側におい
て、他の病院（例えば、緊急入院の手配）が必要な場
合、病院通信装置６に発信し、解析結果を転送する（ス
テップＳ１４）。病院通信装置６では、解析結果の転送
を判断して解析を行い、その結果を運営サイト通信装置
４に転送する（ステップＳ２００，Ｓ２０１）。運営サ
イト通信装置４は、病院通信装置６側からの解析結果デ
ータや連絡に基づいて再度の自動解析を行い、その結果
を履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａに格納する（ステップＳ１
６）。
【００８９】これらの解析結果に基づいて、運営サイト
通信装置４側が、被検者に対する投薬が必要と判断した
場合、小型汎用コンピュータ９（薬局）側へ発信してデ
ータ転送を行う（ステップＳ３００，Ｓ３０１）。この
後、携帯電話機３Ａ側の被検者や関係人が（局薬／小型
汎用コンピュータ９）に出向いて処方箋を受け取ること
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になる。また、運営サイト通信装置４側が、解析結果に
基づいた対処情報を携帯電話機３ＡやＶｏＩＰ電話機７
に発信して提供する（ステップＳ１７、図９参照）。
【００９０】図１２に示す解析結果例では、（ａ）ヘッ
ドデータ、（ｂ）定時のＥＣＧ（心筋活動の電位変動）
波形データ、（ｃ）履歴データ、（ｄ）ＲＰ（心室縮小
／心房収縮の波形）間隔パワーアロケーション、（ｅ）
状態データ、（ｆ）ＥＣＧ波形状態、（ｇ）関連デー
タ、（ｈ）ＲＰ間隔プロットが図示しないコンピュータ
による解析結果として示されている。
【００９１】なお、運営サイト通信装置４の履歴Ｄ／Ｂ
装置２８ａ、被検者Ｄ／Ｂ装置２８ｂ及び地図Ｄ／Ｂ装
置２８ｃでは、制御サーバ２９及びＤ／Ｂサーバ２５と
連動してデータベースエンジン（トラッキング）処理を
実行している。このトラッキング処理で読み出されるデ
ータは、例えば、ＸＭＬ（Extensible Markup Languag
e）によりＣＤＦ（プッシュ型情報配信のフォーマッ
ト）やプッシュプル型情報配信のフォーマットによって
発信するデータを生成し、また、ＳＱＬ（Structured Q
uery Language）によってリレーショナルデータベース
処理を実行している。
【００９２】図１３は、第１実施形態のさらに他の伝送
及び処理手順を示す伝送シーケンス・流れ図である。図
１３において、この例は、例えば、小型汎用コンピュー
タ９（薬局）と携帯電話機３Ａの被検者や関係人との間
のネット代金決済例である。まず、小型汎用コンピュー
タ９（薬局）側から携帯電話機３Ａの被検者やネット銀
行通信装置１３に代金が通知される（ステップＳ３０
３）。携帯電話機３Ａ側では、代金通知の受取を判断
し、即時に又は指定の期日にネット銀行通信装置１３に
発信して代金決済のリンクをオープンする（ステップＳ
ｌ、Ｓｍ）。ネット銀行通信装置１３も代金通知の受取
を判断し、携帯電話機３Ａ側からの発信によるリンクオ
ープンを通じて代金決済処理を実行する（ステップＳ４
００，Ｓ４０１）。この後、小型汎用コンピュータ９
（薬局）にネット銀行通信装置１３からの送金（入金）
通知が行われる。この代金決済は、クレジットカード、
デビットカード、電子マネー、世界共通ネット通貨で実
行する。
【００９３】（２）第２実施形態
図１４は、第２実施形態の携帯電話機３Ｂの構成を示す
外観図である。また、図１５は、第２実施形態の携帯電
話機３Ｂの使用状態を説明するための図であって、図１
６は、第２実施形態における携帯電話機３Ｂの他の使用
状態を説明するための図である。
【００９４】図１４において、この例の携帯電話機３Ｂ
は、図３に示す携帯電話機３に図４に示すＧＰＳ受信機
５を内蔵している（図示せず）。さらに、携帯電話機３
Ｂには図６に示す心電図測定装置１１及び血圧測定装置
１２を外付けで設けている。この場合の心電図測定装置
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１１及び血圧測定装置１２は、携帯電話機３Ｂに内蔵す
る場合に比較して、比較的大型で高性能の装置を用いる
ことが出来るようになる。例えば、身体部位との密着が
良好で、かつ、着脱が容易な空気吸引器を備えた吸引電
極を使用することも出来る。さらに、容易に着脱可能な
マジックテープ（登録商標）等で電極を手首に密着して
装着する四肢電極などの採用が可能である。なお、この
第２実施形態の動作は第１実施形態と同様であり、その
重複した説明は省略する。
【００９５】図１５において、携帯電話機３Ｂを用いる
場合の心電図測定装置１１及び血圧測定装置１２は、そ
れぞれ被検者の上部身体の所定位置にセンサ及びカフが
取り付けられる。この場合も携帯電話機３Ｂには、図示
しない運動量／加速度センサ、体温センサ、環境温度セ
ンサ、心拍センサが被検者の様態に応じて接続される。
【００９６】図１６において、携帯電話機３Ｂは、例え
ば、被検者の上着に設けられている専用ポケット（図１
４参照）に配置されている。なお、図１９に示すような
ベルトを携帯電話機３Ｂの筐体に固定して、身体の一部
に着脱するようにしても良い。
【００９７】（３）第３実施形態
図１７は、第３実施形態の携帯電話機３Ｃ、心電図測定
装置１１及び血圧測定装置１２とを無線接続する際の電
気的要部構成を示すブロック図である。また、図１８
は、第３実施形態における無線接続装置８０Ａの構成例
を示す外観図であり、図１９は、第３実施形態における
他の無線接続装置８０Ｂの構成例を示す外観図である。
図２０は、第３実施形態における他の無線接続装置８０
Ｃの構成例を示す外観図である。
【００９８】図１７において、この例は、携帯電話機３
Ｃ、心電図測定装置１１及び血圧測定装置１２とを無線
接続するための無線接続装置８０を有している。携帯電
話機３Ｃは、図３に示す携帯電話機３におけるＩ／Ｆ部
４１に対して無線接続装置８０と無線回線接続するため
の無線送受信部４１Ａ（請求項における無線送受信手段
に対応する）が設けられている。この他の構成は携帯電
話機３と同一である。
【００９９】無線接続装置８０は、図６に示す心電図測
定装置１１及び血圧測定装置１２が接続されるデジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）８１とともに、測定時間
間隔を計時するためのタイマ回路８２と、測定時間間隔
や即時の測定を指示するための操作部８３と、測定時間
間隔などを表示する液晶ディスプレイ８４と、測定デー
タを無線送信し、かつ、携帯電話機３における無線送受
信部４１Ａからのデータ、例えば、測定開始指示コマン
ドを受信するための無線送受信部８５（請求項における
無線送受信手段に対応する）とを有している。
【０１００】なお、携帯電話機３Ｃには、必要に応じて
図４に示すＧＰＳ受信機５が内蔵される。携帯電話機３
Ｃの無線送受信部４１Ａと、無線接続装置８０の無線送
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受信部８５との無線接続は、微弱電波送受信方式、例え
ば、「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ」方式を採用すれば良い。
【０１０１】図１８において、無線接続装置８０Ａは、
図１７に示す電気的構成に図７の携帯電話機３Ａと同様
に心電図測定装置１１が内蔵され、一方の面にセンサＰ
ａ，Ｐｂ，Ｐｃが配置されている。血圧測定装置１２は
外付けである。また、無線接続装置８０Ａの側面には、
図１７に示す操作部８３及び液晶ディスプレイ８４が配
置されている。
【０１０２】この無線接続装置８０Ａの被検者での使用
方法は、図８の例と同様である。その重複した説明は省
略する。また、携帯電話機３Ｃは、無線接続装置８０Ａ
と十分な電界強度で送受信が可能な位置（例えば、被検
者の上着ポケット）に配置する。
【０１０３】図１９において、無線接続装置８０Ｂは、
図１８に示す無線接続装置８０Ａに対して、心電図測定
装置１１及び血圧測定装置１２が外付けされている。無
線接続装置８０Ｂの側面には、図１７に示す操作部８３
及び液晶ディスプレイ８４が配置されている。さらに、
無線接続装置８０Ｂの筐体には、マジックテープを設け
たベルトが設けられている。このベルトによって無線接
続装置８０Ｂを被検者の腕や身体に対して着脱する。こ
の場合の配置位置は、携帯電話機３Ｃとの十分な電界強
度で送受信が可能な位置に配置する。
【０１０４】図２０において、無線接続装置８０Ｃは、
図１７に示す電気的構成に図７の携帯電話機３Ａと同様
に心電図測定装置１１が内蔵され、一方の面にセンサＰ
ａ，Ｐｂ，Ｐｃが、両側側面にＰｄ、Ｐｅ（図示せず）
が配置されている。血圧測定装置１２は外付けである。
【０１０５】また、無線接続装置８０Ｃの側面には、図
１７に示す操作部８３及び液晶ディスプレイ８４が配置
されている。無線接続装置８０Ｃでの使用法は、図８の
例と同様であるが、図２０の場合は、無線接続装置８０
Ｃを手で保持する際に手の指で側面を保持しＰａを測定
部位に押し付ける。無線接続装置８０Ｃは、側面にもセ
ンサＰｄ、Ｐｅが配置されており、指でセンサＰｄ或い
はＰｅを押圧することにより、２電極法による測定が可
能となる。無線接続装置８０Ｃの一方の面に設けられた
センサＰａ，Ｐｂ，Ｐｃからだけでなく、指の測定位置
から腕部、肩部を経由して無線接続装置８０Ｃに至る長
い身体距離での測定値が得られるため、正確な測定が可
能となった。
【０１０６】さらに、無線接続装置８０Ｃからは、心電
図測定データが携帯電話機３に送信される。そして、携
帯電話機３は、受信した心電図測定データを測定時間ご
とにメモリに格納する。これによって、希望する時に携
帯電話３に格納された心電図測定データを呼び出して携
帯電話機３の表示部に表示し、測定した時間毎の心電図
測定データを、担当医等に提示することを可能としてい
る。
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【０１０７】（４）第４実施形態
図２１は、第４実施形態の構成を示す外観図である。こ
の第４実施形態は、被検者を車両で搬送する場合などに
おいて、走行車両の現在位置を医療機関側で地図上に表
示し、その走行位置を認識したり、車両側で目的の医療
機関までの地図情報を医療機関から受け取るようにする
ものである。
【０１０８】図２１において、この例は、図３に示す携
帯電話機３に心電図測定装置１１及び血圧測定装置１２
が外付けされている。さらに、車両ナビゲーション装置
９０が設けられている。この構成では、車両ナビゲーシ
ョン装置９０が、運営サイト通信装置４（医療機関）か
ら転送される医療機関の場所を示す地図情報を取り込ん
で、その走行ナビゲーションを行う。これ以外は、図１
４の第２実施形態の携帯電話機３Ｂと同様である。
【０１０９】図２２は、第４実施形態における車両ナビ
ゲーション装置９０の電気的構成を示すブロック図であ
る。図２２において、この車両ナビゲーション装置９０
は、図４に示すＧＰＳ受信機５の電気的構成（アンテナ
４１からＩ／Ｆ部４８までの構成）に、画像データを表
示データに変換するＶ－ＲＡＭ４６と、ＤＳＰ６０とが
追加して設けられている。このＤＳＰ６０は、運営サイ
ト通信装置４（医療機関）から転送される医療機関の場
所を示す地図情報にＤＳＰ４３が算出した現在移動地点
の絶対位置を示すとともに、相対位置検出器６３からの
検出値で地図上の現在移動位置を補正する処理を行う。
【０１１０】さらに、この車両ナビゲーション装置９０
は、地図情報を表示するカラー液晶ディスプレイ６２
と、方向検出及び距離検出を行う相対位置検出器６３と
が設けられている。なお、デジタルシグナルプロセッサ
４３，６０の処理は、同様に動作するマイクロコンピュ
ータとプログラム（ソフトウェア）の組み合わせの構成
でも実現できる。
【０１１１】図２３は、第４実施形態の伝送及び処理手
順を示す伝送シーケンス・流れ図である。図２３におい
て、まず、車両ナビゲーション装置９０で現在走行地点
の絶対位置（緯度、経度、高度）を計測して、携帯電話
機３に転送する（ステップＳｎ）。携帯電話機３では、
絶対位置情報の取り込みを判断し（ステップＳｏ）、運
営サイト通信装置４に発信して現在走行地点の絶対位置
情報を転送する。運営サイト通信装置４では、地図Ｄ／
Ｂ装置２８ｃから、転送されてきた絶対位置情報に対応
する地図情報を読み出し、この道路上に走行車両を順次
表示する。
【０１１２】また、運営サイト通信装置４は、走行地点
から目的の医療機関までの走行ナビゲーションに供する
ための地図情報を読み出して車両ナビゲーション装置９
０及び携帯電話機３（車両）側に転送する（ステップＳ
２０，Ｓ２１）。車両側では医療機関からの地図情報の
取り込みを判断して画面表示（次に説明するサブルーチ
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ン）を行う（ステップＳｑ，Ｓｒ）。
【０１１３】図２４は、図２３のサブルーチンを示す流
れ図である。また、図２４は第４実施形態における広範
囲地図の表示画面を示す図であり、図２５は図２４中の
広範囲地図における部分拡大の表示画面を示す図であ
る。
【０１１４】図２４において、まず、車両ナビゲーショ
ン装置６０では、メモリ４７に格納している図２５に示
す広範囲の地図情報、又は図２６に示す部分拡大の地図
情報の検索が操作部４６から行われ、その検索処理モー
ドを判断する（ステップＳｒａ）、そして、操作部４６
で次の（１）（２）の検索条件が入力される（ステップ
Ｓｒｂ）。
（１）図２５に医療機関を含む広範囲の地図情報の検索
（読み出し）指示
（２）図２６に示す医療機関の場所を拡大した地図情報
の検索指示
そして、この検索が実行される（ステップＳｒｃ）。次
に検索の画面が表示される（ステップＳｒｄ）。図２５
に示す（１）広範囲の地図情報は、例えば、被検者や関
係者が、この地区の地理に詳しくない場合に適する。図
２６では、医療機関の絶対位置（緯度、経度）が「×
印」で示されている。次に、操作部４６の指示によっ
て、図２５に示す「×印」周囲を拡大した地図情報が表
示される。
【０１１５】（５）第５実施形態
図２７は、第５実施形態（多言語処理）による伝送及び
処理手順を示す伝送シーケンス・流れ図である。図２７
において、電話通話を使用した通報では、言語が異なる
被検者の場合に、医療機関での的確な対応が出来ない。
このため、インターネット上の言語翻訳通信装置１４を
通じて多言語翻訳を実施している。まず、携帯電話機３
から電子メールによる生体情報が転送される（ステップ
Ｓｓ）。運営サイト通信装置４は、生体情報の取り込み
とともに、その転送言語が自国語であるかを判断する
（ステップＳ３０）。自国語の場合（Ｙｅｓ）は、図１
１の処理と同様に履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａに格納するが、
自国語でない場合（Ｎｏ）、言語翻訳通信装置１４に生
体情報を転送する。
【０１１６】言語翻訳通信装置１４では、その取り込み
を判断し、多言語Ｄ／Ｂを利用して、医療機関の自己国
語への言語変換（翻訳）を実施して運営サイト通信装置
４に転送する（ステップＳ５００，Ｓ５０１）。運営サ
イト通信装置４では、この言語変換がなされた生体情報
の取り込みを判断して図１１の処理と同様に履歴Ｄ／Ｂ
装置２８ａに格納する（ステップＳ３１，Ｓ３２）。こ
の履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａには、医療機関の自国語で生体
情報が格納され、その自動解析が行われる。
【０１１７】そして、この解析による対処情報（医療機
関の自国語）を再度、言語翻訳通信装置１４に転送す
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る。言語翻訳通信装置１４では、最初に転送されてきた
言語に、解析された対処情報を言語変換（翻訳）して直
接、携帯電話機３に転送し、その表示によって、被検者
が対処情報や連絡情報を自国語で確認する（ステップＳ
ｔ，Ｓｕ）。
【０１１８】このようにして、言語が異なる被検者に対
し、言語翻訳による医療機関での的確な対応とともに、
被検者への多言語による連絡が電子メールで出来るよう
になる。
【０１１９】（６）第６実施形態
この第６実施形態では、携帯電話機３の被検者が、観光
旅行などにおいて外国でのローミング運用を行う場合に
対応するものである。例えば、ＩＭＴ－２０００による
ワイドバンド（Ｗ）－ＣＤＭＡ方式によるローミング運
用を行う。この場合も、インターネットを通じて、被検
者の健康監視を行っている運営サイト通信装置４への生
体情報の転送が可能であり、様態が変化した際の対処情
報を携帯電話機３の被検者や関係者が迅速に受け取るこ
とが可能になる。
【０１２０】（７）第７実施形態
この第７実施形態では、計測した生体情報が異常値の場
合に運営サイト通信装置４側で警報を発生するよにして
いる。
【０１２１】図２８は、この警報発生を行う伝送及び処
理手順を示す伝送シーケンス・流れ図である。図２８に
おいて、携帯電話機３側での生体情報が測定され（ステ
ップＳｖ）、この生体情報の値、例えば、心電図や血圧
値が設定値以上の異常値であるかを判断する（ステップ
Ｓｗ）。次に、警報情報を生体情報に付加して運営サイ
ト通信装置４に転送する（ステップＳｘ，Ｓｙ）。運営
サイト通信装置４では、この警報情報の取り込みを判断
し、さらに警報情報の付加を判断する（ステップＳ６０
０，Ｓ６０１）。警報情報が付加されている場合に、そ
の警報情報の種別を振り分ける（ステップＳ６０２）。
【０１２２】この警報の種別は視覚的又は聴覚的に強調
して表示し、その被検者の異常発生を緊急報知する。例
えば、視覚的な表示として、モニタ画面での被検者名な
どのブリンク、赤色表示などを行い（ステップＳ６０
３）、また、聴覚的な表示としては警報音を発生する
（ステップＳ６０４）。さらに，この視覚的及び聴覚的
な表示の両方によって（ステップＳ６０５）、その異常
発生を報知する。
【０１２３】（８）第８実施形態
この第８実施形態では、対処情報及び連絡情報を生成し
ている。図２９は、生体情報に対する解析を行った際の
対処情報の生成及び解析を行わない場合の連絡情報の生
成（又は非生成）の伝送及び処理手順を示す伝送シーケ
ンス・流れ図である。
【０１２４】図２９において、携帯電話機３側から運営
サイト通信装置４に発信して生体情報が転送される（ス*
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*テップＳａａ）。運営サイト通信装置４では、生体情報
の取り込みを判断し、生体情報に対する解析が必要な場
合に、その解析を実行して対処情報を生成する（ステッ
プＳ７０１，Ｓ７０２）。また、対処情報の生成が不要
な場合の連絡情報を生成し、又は連絡情報を非生成とす
る（ステップＳ７０３，Ｓ７０４）。
【０１２５】この対処情報又は連絡情報を携帯電話機３
側に転送し、又は関係者のＶｏＩＰ電話機７に転送する
（ステップＳ７０５）。携帯電話機３側では、対処情報
又は連絡情報の取り込みを判断し、対処情報又は連絡情
報を表示する（ステップＳａｂ，Ｓａｃ）。なお、連絡
情報が運営サイト通信装置４で生成されない場合は、携
帯電話機３側ではなにも表示されないことになる。
【０１２６】なお、この各実施形態では、生体情報を携
帯電話機３を通じて転送しているが、この携帯電話機３
に限定されない。例えば、電話通話が可能で、インター
ネットアクセスが可能なウェブブラウザを搭載した、例
えば、Ｌモードと呼称される固定電話機やパームサイズ
コンピュータ（ＰＤＡ）でも上記同様に機能する。
【０１２７】また、前記した第１から第７実施形態で
は、被検者から転送された生体情報に対する自動解析を
常時実施するものとして説明したが、設定値を越えない
生体情報の転送時には、自動解析を実施しないで、その
まま履歴Ｄ／Ｂ装置２８ａに格納するようにしても良
い。
【０１２８】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
の通信網による生体情報の通知受取と対処連絡情報の提
供取得の方法、その通信端末及び通信システム並びにプ
ログラムによれば、生体情報測定装置と携帯電話機とを
一体化した構成によって、被検者での測定（使用）作業
が容易になり、さらに、医療機関への生体情報の通報が
可能になるとともに、定時又は様態に合わせた短時間や
長時間の間隔などの設定時刻や緊急時の自動通報及び被
検者の多様な日常生活状態を弁別した測定による生体情
報の通知が可能になる。すなわち、より容易かつ確実な
被検者の様態が医療機関で把握できるようになるという
効果を有している。
【０１２９】さらに、本発明によれば、医療機関から被
検者や関係者への絵図や写真などの対処情報の提供とと
もに、被検者の位置特定が、正確かつ確実に出来るよう
になるという効果を有している。
【０１３０】また、本発明によれば、言語が異なる被検
者に対し、言語翻訳による医療機関での的確な対応とと
もに、被検者への連絡が可能になり、かつ、海外移動中
の被検者の生体情報が転送できるようになって、海外移
動中の被検者に対する対処情報の提供が可能になるとい
う効果を有している。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施形態における全体構成を示すＴ
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ＣＰ／ＩＰ通信網の図である。
【図２】  図１中の運営サイト通信装置の構成例を示す
ブロック図である。
【図３】  図１中の携帯電話機の電気的構成例を示すブ
ロック図である。
【図４】  図３の携帯電話機に内蔵又は外付けされるＧ
ＰＳ受信機の電気的構成を示すブロック図である。
【図５】  図２中のＶｏＩＰ電話端末の要部構成例を示
すブロック図である。
【図６】  図２中の携帯電話機に内蔵又は外付けされる
心電図測定装置及び血圧測定装置の要部構成を示すブロ
ック図である。
【図７】  第１実施形態の携帯電話機の構成を示す外観
図である。
【図８】  第１実施形態の携帯電話機の使用状態を説明
するための図である。
【図９】  第１実施形態の伝送及び処理手順を示す伝送
シーケンス・流れ図である。
【図１０】  第１実施形態における測定データ例を説明
するための図である。
【図１１】  第１実施形態における他の伝送及び処理手
順を示す伝送シーケンス・流れ図である。
【図１２】  第１実施形態における測定データに対する
解析結果例を説明するための図である。
【図１３】  第１実施形態のさらに他の伝送及び処理手
順を示す伝送シーケンス・流れ図である。
【図１４】  第２実施形態の携帯電話機の構成を示す外
観図である。
【図１５】  第２実施形態の携帯電話機の使用状態を説
明するための図である。
【図１６】  第２実施形態における携帯電話機の他の使
用状態を説明するための図である。
【図１７】  第３実施形態の携帯電話機と心電図測定装
置及び血圧測定装置とを無線接続する電気的要部構成を
示すブロック図である。
【図１８】  第３実施形態の無線接続装置の構成を示す
外観図である。
【図１９】  第３実施形態における他の無線接続装置の
構成を示す外観図である。
【図２０】  第３実施形態における他の無線接続装置の
構成を示す外観図である。
【図２１】  第４実施形態の構成を示す外観図である。
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【図２２】  第４実施形態における車両ナビゲーション
装置電気的構成を示すブロック図である。
【図２３】  第４実施形態における伝送及び処理手順を
示す伝送シーケンス・流れ図である。
【図２４】  図２２中のサブルーチンを示す流れ図であ
る。
【図２５】  第４実施形態における広範囲地図の表示画
面を示す図である。
【図２６】  図２４中の広範囲地図における部分拡大の
表示画面を示す図である。
【図２７】  第５実施形態による伝送及び処理手順を示
す伝送シーケンス・流れ図である。
【図２８】  第６実施形態における警報発生を行う伝送
及び処理手順を示す伝送シーケンス・流れ図である。
【図２９】  第８実施形態における対処情報及び連絡情
報の生成の伝送及び処理手順を示す伝送シーケンス・流
れ図である。
【符号の説明】
１Ａ  デジタル固定通信網
１Ｂ  アナログ固定通信網
２  デジタル移動通信網
３，３Ａ～３Ｃ  携帯電話機
４  運営サイト通信装置
５  ＧＰＳ受信機
６  病院通信装置
７  ＶｏＩＰ電話機
９，１０  小型汎用コンピュータ
１１  心電図測定装置
１２  血圧測定装置
１３  ネット銀行通信装置
１４  言語翻訳通信装置
２５  Ｄ／Ｂサーバ
２７ａ  ＶｏＩＰ電話端末
２８ａ  履歴Ｄ／Ｂ装置
２８ｂ  被検者Ｄ／Ｂ装置
２８ｃ  地図Ｄ／Ｂ装置
２９  制御サーバ
６１  心電図測定部
７１  血圧測定部
８０Ａ，８０Ｂ  無線接続装置
９０  車両ナビゲーション装置
Ｐ１～Ｐ３，Ｐａ～Ｐｅ  センサ
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